
ハザードマップなどで住んで
いる地域の危険を点検しよう

家族一人一人の準備作業や
避難開始タイミングを決めよう

複数の避難先と避難ルートを
確認しよう

浸水深は
土砂災害は

高潮は
公園

ハザードマップ

スマートフォン冷蔵庫

学校

レベル２で
避難情報を
調べて

レベル３で
おじいちゃんと
避難を始めるね

警戒レベル４で
全員が避難完了するには

市販のタイムラインシート
などに　　　　を記入し、
家族で共有しよう

イラスト　さとうあけみ監修　減災・復興支援機構
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⊃

砂
押
川
で
津
波
の
脅
威
を
学
ぶ
多
賀
城
高
生

‖
２
０
１
７
年

月
８
日

多
賀
城
高
災
害
科
学
科
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
次

世
代
に
伝
え
、
将
来
の
災
害
か
ら
命
と
暮
ら
し
を
守
る
人
材

を
育
成
し
よ
う
と
、
２
０
１
６
年
に
開
設
さ
れ
た
。
防
災
系

専
門
学
科
は
阪
神
大
震
災
被
災
地
の
兵
庫
県

子
高
（
神
戸

市
）
に
次
い
で
全
国
２
例
目
。

定
員
は
各
学
年

人
。
生
徒
は
普
通
科
の
既
存

科
目
を
防
災
の
視
点
で
再
構
成
し
た
「
自
然
科
学

と
災
害
」
「
実
用
統
計
学
」
な
ど
、
約

単
位
の

独
自
科
目
に
よ
る
理
系
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
履
修
す

る
。家

庭
基
礎
と
保
健
を
組
み
合
わ
せ
た
１
年
生
の

「
く
ら
し
と
安
全
Ａ
」、
社
会
と
情
報
に
よ
る
「
社

会
と
災
害
」
は
普
通
科
の
生
徒
も
履
修
し
、
学
校

全
体
で
災
害
対
応
能
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
。東

北
大
を
は
じ
め
各
地
の
研
究
機
関
と
連
携

し
、
専
門
家
を
招
い
た
講
義
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
う
。
１
年
は
塩
釜
市
の
浦
戸
諸
島
、
２
年

は
栗
原
市
の
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
で
の
野

外
実
習
を
通
じ
た
課
題
研
究
を
行
っ
て
発
表
。

子
高
を
は
じ
め
、
防
災
を
テ
ー
マ
に
国
内
外
と
の

交
流
も
盛
ん
だ
。

出
身
中
学
は
多
賀
城
市
内
を
中
心
に
、
仙
台
市

や
塩
釜
市
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
。
ほ
ぼ
全
員
が

自
然
科
学
系
学
部
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
進
学
を

希
望
す
る
。
自
衛
隊
、
看
護
学
校
に
進
む
生
徒
も

い
る
。

防災の視点で科目再構成

避
難
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
記
し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
完
成
さ
せ
る

生
徒
た
ち

む
す
び
塾すべきこと事前に検討

東日本大震災や昨年の台風 号などの体験や教訓を共有し、備えのアイデアを出し合った
‖11月11日、多賀城市の多賀城高

豪
雨
災
害
へ
の
備
え
を
時
系
列

で
決
め
て
お
く
予
定
表
「
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
」
の
作
成
キ
ッ
ト
を
発
行

し
た
東
京
法
令
出
版
の
東
北
支
社

長
で
防
災
士
の
杉
山
克
洋
さ
ん
が

助
言
者
を
務
め
た
。
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
意
義
を
「
風
水
害
は
気
象
情

報
が
出
て
か
ら
災
害
が
発
生
す
る

ま
で
一
定
の
時
間
が
あ
る
。
避
難

先
や
避
難
行
動
を
前
も
っ
て
考
え

る
こ
と
が
命
を
守
る
行
動
に
つ
な

が
る
」
と
語
っ
た
。

生
徒
は
事
前
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
浸
水
深
や
土
砂
災
害
な
ど
自

宅
周
辺
の
災
害
リ
ス
ク
を
調
べ
、

家
族
と
警
戒
レ
ベ
ル
ご
と
に
誰
が

何
を
す
る
の
か
、
相
談
を
し
て
参

加
し
た
。
下
調
べ
で
分
か
っ
た
こ

と
も
。
菊
地
優
衣
さ
ん
は
「
避
難

先
の
第
２
候
補
に
考
え
て
い
た
施

設
が
、
風
水
害
で
は
避
難
所
に
な

ら
な
い
と
知
っ
た
」
と
話
し
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
使
う
際
の

注
意
点
と
し
て
、杉
山
さ
ん
は「
マ

ッ
プ
は
一
つ
の
災
害
想
定
を
基
に

し
て
い
る
。
想
定
以
上
の
事
態
も

起
こ
り
得
る
と
頭
に
入
れ
て
チ
ェ

ッ
ク
し
て
ほ
し
い
」と
助
言
し
た
。

生
徒
た
ち
は
会
場
で
そ
れ
ぞ
れ

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
完
成
さ
せ

た
。
避
難
準
備
か
ら
開
始
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
避
難
完
了
ま
で
の
家
族

の
役
割
や
動
き
を
発
表
。
「
同
居

の
祖
父
母
は
先
に
避
難
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
早
め
に
持
ち
物

を
確
認
す
る
」
「
情
報
収
集
や
家

電
の
操
作
は
、
扱
い
が
得
意
な
自

分
が
担
当
す
る
」
な
ど
と
説
明
し

た
。亀

山
俊
斗
さ
ん
は
近
く
の
指
定

避
難
所
で
は
な
く
、
神
社
を
避
難

先
に
選
ん
だ
。
「
神
社
は
避
難
所

よ
り
も
高
い
場
所
に
あ
る
。
家
族

と
話
し
合
っ
て
決
め
た
」
と
理
由

を
挙
げ
た
。

杉
山
さ
ん
は
「
避
難
経
路
を
実

際
に
歩
い
て
み
て
、
課
題
が
な
い

か
確
認
す
る
こ
と
も
大
事
だ
。
別

の
避
難
先
や
ル
ー
ト
も
試
し
て
」

と
求
め
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
避
難
所
で
の
感
染
症
対
策
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
鶴つ

る

喰ば
み

裕
貴
さ
ん
は
「
避
難
所
に
行
く
前

に
家
族
全
員
が
体
温
を
測
っ
て
健

康
状
態
を
確
認
し
た
い
」
と
述
べ

た
。生

徒
は
互
い
の
発
表
を
聞
い
て

被
災
体
験
や
備
え
の
ア
イ
デ
ア
を

共
有
し
た
。
杉
山
さ
ん
は
「
自
分

で
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
家
族
や

仲
間
と
話
し
合
う
こ
と
で
、
新
た

に
気
付
く
こ
と
が
あ
る
。
作
っ
た

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
見
直
し
を
続
け

て
、
自
分
と
周
り
の
人
の
命
を
守

っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

＠多賀城高

河
北
新
報
社
は

月

日
、
通
算

回
目
の
巡
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
む
す

び
塾
」
を
多
賀
城
市
の
多
賀
城
高
で
開
い
た
。
災
害
科
学
科
の
１
年
生
８
人
が
、

東
日
本
大
震
災
と
昨
年

月
の
台
風

号
な
ど
の
体
験
を
踏
ま
え
、
風
水
害
の

危
険
が
迫
っ
た
場
合
の
自
分
と
家
族
の
避
難
行
動
に
つ
い
て
専
門
家
と
意
見
を

交
わ
し
た
。

末
末
末
末
末
末
末
末

■

助
言
者
か
ら

自然は私たちに恵みをもたらす一方、脅威に

もなる いざという時に正しく行動し 自分や家

族、友人の命を助けるには、事前の準備が必要。

タイムラインの作成は、地域のリスクを理解し、

緊迫した状況下で行動する道しるべとなる。

まずは自分でタイムラインを考え、仲間や家

庭に伝えて話し合おう。新たに気付くことがあ

るはずだ。そして頻繁に見直すこと。自然は想

定を超える可能性もある。脅威をやり過ごし、

大切な人の命を守る。今回、話し合ったり考え

たりしたことを日々の学習や生活に役立ててほ

しい。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂ 東京法令出版 杉山 克洋さん

緊迫の状況下道しるべに

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
自

然
災
害
の
被
災
体
験
を
振
り
返
り
、
防

災
の
教
訓
や
課
題
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
町
内
会
や
学
校
、
職
場
な
ど
少
人

数
の
集
ま
り
が
対
象
で
す
。
開
催
費
用

は
無
料
。
随
時
、
開
催
希
望
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
連
絡
先
は
河
北
新
報
社

防
災
・
教
育
室
０
２
２
（
２
１
１
）
１

５
９
１
。
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■

む
す
び
塾
に
参
加
し
て
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

多
賀
城
高

●車は早く高台へ 東日本大震災

では家の車が津波に流され苦労し

た。失敗を踏まえ、

水害が予想される

ときは早い段階で

車を高台に移動さ

せるのが大事だと

考えた。断水で困

ったので、水を風

呂に張ったりペッ

トボトルに入れたりして備えたい。

‖１年・亀山俊斗さん

●連絡手段を準備 宮城県職員の

父は、大規模な災害があると家を離

れる。災害時の家族同士の連絡手段

を準備したい。最

寄りの指定避難所

の小学校は仙台駅

から近く、震災で

は多くの人であふ

れたと聞く。臨機

応変に対応できる

よう、複数の避難

先を考えておきたい。

‖１年・菊地優衣さん

●常用の薬備える 家族全員が薬

を常用しているので、避難先で不足

しないよう備えた

い。新型コロナな

どの感染症対策も

必要だ。他の人の

話で参考になった

のは、近所の人へ

早めの避難を呼び

掛けること。災害

時には率先して伝えられるようにな

りたい。 ‖１年・鶴
つる

喰
ばみ

裕貴さん

●意見取り入れる 東日本大震災

発生時は幼稚園児で、はっきりした

記憶はない。自宅が断水し、近所の

井戸から水を調達

したことは覚えて

いる。災害時には

何が起こるか分か

らない。他の人の

意見を取り入れて

タイムラインを練

り直し、自宅の目

立つところに張って水害に備える。

‖１年・新山琴美さん

●携帯の充電大事 震災では情報

がなくて非常に困った。情報を確実

に入手するため携

帯電話を充電し、

バッテリーも準備

したい。タイムラ

インでは行動を開

始する時間などを

決めたが、実際は

その通りにいかな

い場合があることも頭に入れておき

たい。 ‖１年・菅原楓
ふう

真
ま

さん

●想定外も考える 災害時は正確

な情報が生死を分ける。情報が行き

届かず、避難が遅

れそうな人がいな

いか、近所に声掛

けをしたい。自然

災害は想定通りに

起こるとは限らな

い。ハザードマッ

プを参考にしなが

ら、予想外の事態があることも肝に

銘じておく。‖１年・玉川碧
あ お

彩
い

さん

●近所にも声掛け ハザードマッ

プで浸水の恐れがない場所を調べ、

避難先に選んだ。

避難する際は近所

に呼び掛けたい。

状況は急変するか

もしれないので、

防災情報を小まめ

に確認するよう気

を付ける。準備す

るほど生存の確率が高くなると感じ

た。 ‖１年・土井一
いつ

樹
き

さん

●祖母に届けたい 台風が近づい

たら、強風で飛ばされて被害が拡大

しないように自宅

の庭に置いている

タイヤやスコップ

をしまう。減災は

事前の準備が大

切。今日の体験を

生かし、１人暮ら

しの祖母のために

タイムラインを作成して届けたい。

‖１年・千葉なつきさん

(１４)２０２０年(令和２年)１２月１１日(金曜日) (１４)２０２０年(令和２年)１２月１１日(金曜日)


